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地盤ばねの非線形特性は，耐震標準 1)に準じてモデル化した．減衰はレーリー減衰で与え，0.3Hzと 5Hzで 3%とな
るように設定した．入力波は耐震標準 1)に示される設計地震動（L2地震動スペクトルⅡ)を用いた．
解析結果の例として，図 3に 3列目の柱下端の M-φ関係を示す．また，耐震標準 1)における柱部材の照査は，曲
率φが指標となるため，φの制限値（最大耐力時）を併せて示した．Case1 は，最大応答曲率が制限値以内に収ま
















































図 3 着目柱の M-φ関係(上:Case1 と 2,下:Case3)












































図 2 対象構造物 
表 1 解析ケース
土木学会第70回年次学術講演会(平成27年9月)
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